
注意

必ず実行

必ず実行

裏面へ続く

立カラン締め

①パッキンをブレードフレキのナットにはめ込みます。
＊パッキンとブレードフレキは別売です。
②ブレードフレキのナットにパッキンが入っていることを確認し、支持金具・止水栓にしっかりと

固定します。

●湯側・水側を確認して、逆配管にならないようにご注意ください。
●パッキンの入れ忘れにご注意ください。漏水の原因となります。

フレキパイプをご使用の場合、接続する配管は確実に固定してください。配管の
固定が確実でないと、ウォーターハンマー等の振動によりフレキパイプが破損する
恐れがあります。

*入れ忘れ注意

*入れ忘れ注意

①止水栓または元栓を開き、各部に漏水がないか確認します。漏水が発見された場合は、
止水栓または元栓を閉じ、漏水する箇所を施工し直してください。

②ハンドルを開き、湯水の混合具合および吐水状態を確認します。適量・適温で吐水するために、
止水栓で水量・湯量を調節してください。

お読みになったあとは､いつでも見られるところに必ず保管してください。
また、本書は別紙「安全上のご注意」とあわせてご使用ください。

2ハンドル混合栓

取扱施工説明書

このたびは、当社製品をお買い求めいただき、まことにありがとうございました。

施工・使用前に必ずお読みください。

●ステンレスカウンターで補強板がない場合は固めの補強板(合板等)を取付けて
ください。

●本品は重いため、取付台や壁の強度をご考慮ください。

施工方法(つづき)

パッキンを必ず
はめ込むこと

1. 本体を取付けます。（つづき）

2. 止水栓と接続します。

①支持金具から水栓固定ナット・菊座・パッキン（大）を取外します。
②吐水口ナットに吐水口パッキンをはめ込み、水栓取付脚に吐水口(パイプ)を手締めで

仮組みします。
＊ハンドルのリングの色を確認し、水側に「青リング」、湯側に「赤リング」となるように取付けてください。
③支持金具に透明パッキンが付いていることを確認し、水栓取付脚を取付台に差込みます。
④パッキン（大）・菊座の順番で支持金具に差込み、水栓固定ナットを「立カラン締め」などで

しっかりと締付け固定します。
⑤仮組みしていた吐水口ナットをしっかりと締付けて固定します。

施工後の確認

●151-015-□の場合
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取付台
施工の前に、取付穴が以下の取付穴ピッチ・穴径で開いていることをご確認ください。
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【上から見た図】

（単位：mm）

数秒間水を流し、配管内のゴミなどを洗い流してから、止水栓または元栓を閉じて
取付作業を行ってください。

1. 本体を取付けます。

①支持金具から水栓固定ナット・菊座・パッキン（大）を取外します。
②支持金具に透明パッキンが付いていることを確認し、混合栓本体を取付台に差込みます。
＊ハンドルのレーザーマークを確認し、水側に「C」、湯側に「H」となるように取付けてください。
③パッキン（大）・菊座の順番で支持金具に差込み、水栓固定ナットを「立カラン締め」などで

しっかりと締付け固定します。

●151-014-□の場合
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施工の前に

施工方法

準備するもの

＊左記に加えて、
●モンキーレンチ
をご準備ください。

＊その他、施工に必要な配管部材等は別途ご準備
ください。

施工条件

パッキン

パッキン
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●水と住まいの接点

東 京 （03）3552-0981
広 島 （082）278-2821

名古屋 （052）504-1551
札 幌 （011）704-1511

大 阪 （06）6730-3391
仙 台 （022）239-8371

福 岡 （092）611-4611

本 社 〒550-0012 大阪市西区立売堀1-4-4 （06）6538-1124

無断転載・複写を禁ず

吐水 吐水

止水 止水 吐水

止水
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ベンジンベンジンクレンザークレンザー 酸性洗剤酸性洗剤

金属たわし金属たわし

メラミンスポンジメラミンスポンジ

泡沫内芯

コインなど

品番000-000

●水栓器具の金属部
ふだんは乾いたやわらかい布でみがき、ときどきカー
ワックスなどをしみこませた布でみがいてください。

●水栓器具の樹脂部・塗装面
乾いたやわらかい布でお手入れしてください。汚れ
がひどい時は、うすめた食器用中性洗剤を含ませた
布で拭き、乾いたやわらかい布で水気を拭き取って
ください。

金属たわし、クレンザー・みがき粉等粒子の粗い洗剤、酸性・アルカリ性・塩素系洗剤、
ベンジン、油やアルコール等は、本品を傷めますので使用しないでください。
また、塗装面や印字部等にメラミンスポンジを使用しないでください。
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器具のお手入れ　　いつまでも美しくご使用いただくために

お手入れ方法

泡沫内芯のお掃除

ご使用開始時に比べて著しく水の出が悪くなった場合は、
吐水口先端の泡沫内芯を取外し、ゴミなどの異物を
水洗いして取除いてください。

修理を依頼される前に

正常に作動しない場合は、お買い上げの販売店（水道
工事店）にお問い合わせください。その際、水栓本体に
シールが貼付けられている場合は、そちらで品番を
ご確認ください。

ハンドルの操作方法

使用方法

ハンドル
(湯側)

ハンドル
(水側)

ハンドル(湯側) ハンドル(水側)

赤リング 青リング

湯をご使用時は、水側ハンドルから開いてください。その後ゆっくリ湯側ハンドルを
開き、お好みの温度に調節してください。湯側ハンドルを先に開くと高温の湯が出て
やけどをする恐れがあります。

吐水・止水(151-014-□の場合） 吐水・止水(151-015-□の場合）


